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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 10 月 29 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 23 年３月期通期業績予想数値の修正 （平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,700 215 180 30  ３円 64 銭 

今回修正予想（Ｂ） 9,504 155 127 △  44 △ ５円 40 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △  196 △   60 △   53 △  74 － 

増減率（％） △  2.0 △ 27.9 △ 29.4 － － 

（ご参考） 

前期（平成 22 年３月期）実績 
9,758 162 129 41 ５円 05 銭 

（百万円未満切捨て） 

（修正の理由） 

売上高は、第４四半期におけるＡＶソフトの大型新譜の減少及び売上単価の下落などの要因で 95 億

４百万円（前期比 2.6％減）と前回予想を１億 96 百万円下回る見込みとなりました。 

営業利益、経常利益は、販売経費の効率化を進めましたが、売上規模減少に伴う売上総利益の減少を

補うことが出来ず、前回予想を下回る見込みとなりました。 

なお、下記に記載いたします通り、特別損失に退職給付制度改定損 39 百万円及び固定資産の減損損

失 23 百万円（当事業年度合計は 33 百万円）を計上するため、通期業績予想を修正いたします。 
 

２．特別損失の計上 

（１）本日別途開示しております「退職給付制度の変更（確定拠出年金制度の導入）に関するお知ら

せ」の通り、当社は、平成23年７月１日付けで、退職一時金制度及び確定拠出年金制度に移行す

る予定であります。これにより、退職給付制度改定損を39百万円計上することといたしました。 

（２）当社は、当事業年度末時点におきまして、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、一部 

の店舗、教室で所有する固定資産について23百万円の減損損失を計上することといたしました。 
 

（注）業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 


